
 

 

 

 

さまざまな場面で子供を育てる 

校長 今福 教子 

 20日の「やよいっ子体育発表会」にはたくさんの保護者の方が足をお運びくださいました。学年の

発達段階に応じて、かわいらしい動きや力強い走りなど、どの学年も精いっぱいの力を発揮すること

ができました。等賞シールを受け取った時の笑顔は達成感に満ち溢れているようでした。お忙しい

中、ご参観いただきありがとうございました。 

プログラムの挿絵や「最後まで げんかいとっぱ やよいっ子」というスローガンは子供たちが考え

ました。開閉会式の司会進行はできる限り子供たちに任せました。さらに今年は高学年の子供たちが

自発的に「応援隊」を組織し、積極的に場を盛り上げてくれました。子供たちを前面に出して活躍さ

せ、大人が後方で支えたり軌道修正したりすることは、子供の自主性を育て、自己肯定感を高めると

考えます。しかし、「前面に出す」ことは「任せきりにする」ことではありません。私たち教師は、子

供を見守り、適切な指導と支援をしながら、その成長を見取ることが大切であると思っています。 

速く走ることやリズムよく踊ることを目指すのは大切です。しかし、見えないところでも子供たち

は育ちます。本番に向けてテントや必要物品の準備、グランド整備などは大人が行うのが簡単です。

しかし、時間がかかっても完璧な姿でなくても、自分たちの手で「やよいっ子体育発表会」を成功さ

せようとする気持ちはすばらしいものです。前日までの準備を一生懸命に行った子供たちは、またひ

とつ大きくステップアップしたはずです。 

目に見えないところに育ちの場面があります。それらを見逃すことなく、さまざまな場面でやよい

っ子の育ちを見守っていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 
６年生は力を合わせて重たいテントを組

み立ててくれました。 

５年生は机と椅子を出して一つ一つに

汚れ防止のテープを巻いてくれました。 

体育主任の学級は低学年ながら飛び入り

参加。一輪車で土を何度も運びました。 

バランスよく

運ばないと倒

れちゃうよ～ 

持ち上げてい

るのも大変… 

上手に協力

してやろう 

タイミングよ

く組み立てる

よ。みんなで

声を掛け合っ

て、それっ！ 
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